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残暑きびしい中、皆様ロータリー活動に励まれていることと存じます。 

9 月は「新世代月間」として、若者のニーズを意識し、青少年の精神的・肉体的・健康・

教育・自己開発・国際感覚等の日本のロータリーが目指す人づくりを考える月間です。 
人口構成をみても老年人口が多くなり、若者が減少しています。今こそ、ロータリーが新

世代のプログラムを充実し、リーダーシップを身につけた若い人を育てねばなりません。 
 
①①  青青少少年年交交換換  
 今年度のＲＩ会長のカール・ヴェルヘルム・ステンハマーさんは「私たちには夢があり

ます。すべての１７歳の青少年が交換留学生になることです。これが実現出来たら、この

世から戦争がなくなるでしょう。今日８０００人の青少年交換が行われています。全ての

クラブが、このプログラムへの参加を取り上げて下さい」と強調しています。当地区の青

少年交換委員会も出来るだけ多くの国との青少年交換を考えて頂いています。 
 
②②  ＲＲＹＹＬＬＡＡ（（RRoottaarryy  YYoouutthh  LLeeaaddeerrsshhiipp  AAwwaarrddss））  
 ロータリー指導者養成プログラムは、昨年、淡輪の海洋センターで研修を行いました。

熊野古道研修ツアー等を実施し、少ない予算で素晴らしい成果をあげてくれています。今

年度も各クラブの協力をお願いします。 
 
③③  ロローータターーアアククトトククララブブ  
 ２６４０地区には１２のローターアクトクラブがあります。提唱クラブには、多くの金

額の援助をして頂いています。特に今年度は全国ローターアクト研修会が当地区主催にて

２月１８・１９日に開催されます。私も昨年の広島の研修会を見学してきましたが、若者

たちにとって、明るく楽しく研修ができる有意義な集会と実感しました。全会員・全クラ

ブが少しでも参加・協力をお願いします。 
 
④④  イインンタターーアアククトトククララブブ  
２６４０地区のインターアクトクラブは１２クラブとなりました。そのうち 1 つは中学

校です。８月にシンガポールへの海外研修を無事に終了いたしました。提唱クラブや委員

会、学校の先生にお礼申し上げます。インターアクト地区大会が８月２８日に和泉で開催

されました。また、高野山インターアクトクラブでは、９月１８日にロータリーの森林に

タイムカプセルを埋める計画をされています。 
 
⑤⑤  財財団団奨奨学学  
 ２００５－２００６年度は、皆様の財団への年次寄付と恒久基金の利息の６０％が地区

財団資金（ＤＤＦ）として戻ってきます。２６４０地区は財団奨学生と世界平和奨学金の

教育的プログラムに使っています。９月１７日には財団奨学生の帰国報告会もあります。

スピーチが楽しみです。 
 
低年齢の暗い新聞記事が多い現在、健全な青少年を育てるために、ロータリーとして、さ

らに何が出来るかを考える月間と致しましょう。 
 
公式訪問は８月末までに１３クラブでした。各クラブの心のこもった会合に感謝していま

す。今後共、よろしく御協力をお願い致します。

ガバナーメッセージ 
ガバナー 平尾  寧章
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残暑きびしき折から、ロータリアンの皆様に

は、ますますご健勝のことと存じます。少し堅

くなりますが、手続要覧第８章に新世代があり

冒頭に使命が載っています。“各ロータリアンの

責務は、年齢３０歳までの若い人すべて新世代

の多様なニーズを認識しつつ、よりよき未来を

確実なものとするために新世代の生活力を高め

ることによって、新世代に将来への準備をさせ

ることである。すべてのクラブと地区は新世代

の基本的ニーズを支援するプロジェクトに着手

するよう奨励されている。基本的ニーズとは、

健康、人間の価値、教育、自己開発である。新

世代のためのＲＩ構成プログラムとは、インタ

ーアクト、ローターアクト、ロータリー少年指

導者育成プログラムおよび青少年交換である”

と当２６４０地区には、インターアクトクラブ

は現在１２クラブ、スポンサークラブが１１ク

ラブ、高石ロータリークラブが 2 つのクラブを

世話しています。一昨年は中学校でも 1 つ金剛

ロータリークラブがスポンサーをしてくれてい

ます。ローターアクトクラブも１２クラブあり、

それぞれ活躍されています。しかし、残念なこ

とはインターアクト・ローターアクトの理解が

世話クラブとそうでないクラブの温度差が激し

いことです。この月間に卓話の講師にインター

アクター・ローターアクター・世話クラブのメ

ンバー・地区の委員長、委員等を呼んで頂き理

解を深めて下さい。ライラについては、先般の

地区委員長会議に取り上げられていますので各 

 
 
 
 
 
 
 

クラブより出席者された人が充分報告をして頂

けるものと期待しています。欠席されたクラブ

は前記のように地区のライラ委員長を始め、委

員・歴代経験者に卓話をしていただけると思い

ますので、ご活用お願いします。青少年交換に

ついては、当地区では国際奉仕の分野になって

いますが、新世代月間を活用され、現在預かっ

ている奨学生、元海外で勉強された方々の話を

聞いて頂くのも非常に理解を早めてもらえると

考えます。以上のように現在進行中のプログラ

ムはロータリーが新世代の人々に活用してもら

うために提供しているものですが、各クラブで

利用するよう努力をお願いします。 
上記以外に各クラブに於いて、新世代に対し

地域に密着した活動が種々行われています。少

年野球・サッカー・柔道等、枚挙にいとめはな

いのですが、障害を持つ子供達に対する方向も

随分と増加していのも非常にうれしいことだと

思います。いまどきの若者は、すぐ切れる、何

を考えているのかわからない。という前に心身

の健康・人間の価値・本当の教育・自己開発の

基本のニーズをロータリアン自身の問題として、

次の時代を作っていく新世代の若者に範となる

よう努めたいと思うものです。 
 
 
 
 
 

新世代月間を迎えて 

新世代カウンセラー 前窪  貫志
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日本の教育環境が大きく振れだした。「ゆとり

教育」、「心の教育」、「生きる力」現行制度の改

善など、詰込み教育の失敗から啓発教育へ方向

が変わってきた。本年度、生徒の勤労観、職業

観を育てる教育として 5 日間以上の職場体験を

「キャリア教育」の推進として文科省から指示

が下りてきています。ロータリー全国青少年育

成委員会では共同でこの事業の推進を図ること

が決議されています。 
日本の青少年は学歴と就職先という複合した

競争社会へはめ込まれ、閉塞感が漂う社会環境

下で、育成されてきたのではないでしょうか？ 
そのことにより、本当の自分を発見できず、

自信を失い、他者を思いやるやさしさをなくし、

希望や夢を持たない日々を過ごしている様に思

います。ニートやフリーター現象はその結果と

して表れているのではないでしょうか。 
ロータリーは今こそ、青少年や新世代につい

て、最も関心を払わなければならない時を迎え

ております。 
ロータリーとして、地域の大人として、次世

代を担う青少年と真剣に向い合い、「超我の奉

仕」という志を集約し、様々な実践活動を通じ

て「思いやりのある地域社会」という受け皿を

造ってやらねばならないと考えます。と同じに

新世代に対してロータリーが描く「指導的、教

育的啓発メッセージ」を強力に発信しなくては

ならない様に思います。 
その実践として「新世代会議」があり「ライラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
セミナー」があるわけです。第 2640 地区 青少

年・ライラ委員会では毎年、「ロータリー青少年

指導者育成プログラム」略称「ライラセミナー」

を開催し、本年度で第 25 回目を迎えます。 
長年に渡り、歴代ライラ委員長が築いてこられ

た歴史と実績を大切にすると共に、その精神の

継承をして、若者へのメッセージを発信して行

かねばならないと考えております。 
ライラは地区内の若者の資質を向上させること

を目的とする国際ロータリーの共通事業であり

ます。特に異年齢小集団の中で自分の意見を主

張し、コミュニケーションを図り、工夫された

環境とプログラムを体験さすことで、指導者と

して、スタートを切る為のきっかけや気づきの

役割を果して行くことが使命であり、自立への

啓発が主体であると私は思っております。又、

国際化が進む中、沢山の外国人交換学生を受け

入れることによって、語学堪能な外国研修生の

努力に驚き、語学勉強の必要性が日本の若者に

啓発できる効果もございます。 
本年度も新たなプログラムを考え、楽しく有意

義なセミナーを開催したいと思います。クラブ

各位には是非、地域からリーダーとして期待さ

れる若者をライラセミナーへ送り出していただ

けますようご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 
 
 

「２００５～２００６年度」 

青少年・ライラ委員会活動について 

青少年・ライラ委員会 委員長 阪井  祥博

 

３ 



 
 
 
 
 
 
 
 
２００６年２月１７～１８日にローターアク

ト第１８回全国研修会が当地区で開催すること

になりました。全国３４地区から約６００人～

８００人が参加し出席義務者会議と一般会議に

分けられ２日間会議・討論が交わされます。出

席義務者とは、各地区のローターアクト地区代

表及び地区幹事 ノミニー及び次年度地区幹

事・ロータリーからは、地区ローターアクト委

員長・次期ローターアクト委員長の各地区６名

が出席義務者と決められております。出席義務

者は全地区全員が参加したとしても２０４名で

す。今回は全日空ゲートタワーホテルで、開催

いたしますので、交通のアクセス等を考えれば

例年より多くの参加者が見込まれると予測して

おります。そこで一番大事な事は一般会議の内

容にかかってきます、第１７回、去年の広島の

場合一般会は行われず、出席義務者以外は全員

観光コースに出掛けるというパターンでした。

それが良いのか悪いのかは判断できませんが、

自己負担もありますが、地区の予算の中からも

補助金も出ているので、ロータリーの地区委員

長としては、一般会を充実させてほしいと思い

指導しているつもりです。後で聞いた話ですが

広島の全国研修会は地区からの予算が少なく、

やむなく一般会をとりやめたそうですが、やは

り評判はよくなかったように感じました。 
全国ローターアクト研修会の歴史ですが、１

回目が１９７３～７４年度・２６２地区（熱海）

で開催され、このときは全国ローターアクトガ 

 
 
 
 
 
 
 
 
バナー懇親会と言う名称だったようです。その

後１９７４～７５年度～１９８２～８３年度ま

で、日本国内ローターアクト地区代表・ノミニ

ー研修会・１９８３～８４年度～１９８６～８

７年度まで「連絡会議連絡協議会」「地区代表会

議」と名称の変更があり、１９８７～８８年度

～１９９５～９６年度までは、アジア第一・第

三ゾーンローターアクト研修会という名称に変

わり、１９９６～９７年度にやっと全国ロータ

ーアクト研修会という名称になりました。そん

な訳で第１８回と言っても、第一回目から数え

れば３１回開催されており来期は３２回目とな

ります。第１８回というのはアジア第一・第三

ゾーンローターアクト研修会から数えての回数

です。 
（少し、ややこしいですが・・・） 
アクトの卒業生に聞いた所１０年前に全国研

修会の話が当地区に回って来たそうですが、当

時地区内のアクトの人数が２００名程度だった

ので、２００名ではホストはできないと断った

そうです。それが現在地区内のアクトの人数が

１００名前後！お前ら何を考えてんのや！と、

言いたい気持ちを抑え全員で力を合わせて頑張

って下さいと、フォローしております。予算の

負担で地区や提唱クラブに多大なご迷惑をかけ

ているのは承知しております。しかし彼らは来

年の全国大会に備え準備活動に追われ、自分自

身の仕事を犠牲にして活動を行っているように

も感じます。それはなぜか？彼らがロータリー

全日本ローターアクト研修会について 

ローターアクト委員長 小林  逸平 

４



クラブの趣旨をよく理解してくれているからこ

そと、私は強く感じています。また地区委員長

２年経験して感じた事は青少年の育成・人間づ

くりの手助けをしようと思えばお金がかかるの

はやむを得ぬことなのか？と言う事です。やむ

を得ない事だと私は思いますが、それを全ロー 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

この６月から委員長を委嘱されるに先立ち３

月各提唱クラブの委員長予定者にお集まり頂き

ロータリーとインターアクトクラブの関わりあ

いについてお話をしたいと思いました。まだ決

定していないクラブもありましたが６クラブか

ら継続の方、全く新人の方もございましたが委

員長を出すクラブが順番制になり始めての年度

になる会合でありました。それまでには既に、

次年度ガバナー事務所から活動方針、予算の提

出の催促がきているのに次年度の相談するあて

もない状態です。参考にする前年度

会計の下敷きもなく地区チーム研

修セミナーが３月１２日に迫って

いるのに何も決定したものを持た

ずに出席したのはインターアクト

委員会だけでありました。私は５月

の地区協議会にも、やっと顧問会議

できめて頂いた活動計画を提出し

て出席しましたが久しぶりに帰っ

てきた元インターの地区委員とし

ては戸惑いの連続でありました。 

タリアンに伝える事の難しさも痛感しています。

ガバナーをはじめ代表幹事には多大なご苦労お

かけして、全国大会を開催しようと頑張ってお

ります。必ず彼らは成功させるでしょう！その

ときの感動をロータリアンも感じてほしいと思

っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インターを結成するに当たってはおそらく地

区インターアクト委員会が結成要請を全クラブ

に出し、そこで青少年に対する奉仕にインター

を作ろうと意欲のあるクラブが学校や地域に働

きかけ二十数年かけてやっと１２クラブになり

ましたが、最初の現況は今から考えると苦労と

根気が勝負でした。１７０もある公立高校から

は門前払い、やっとロータリアンが経営する高

校、本当にインターを理解して頂けた少数の私

学にインターが出来、又９年近く間があいて一 

インターアクトはロータリーファミリー 

インターアクト委員長  河合  利晴

５ 

インターアクトクラブ 海外研修写真 



つ提唱しようかと気持ちになったクラブがぼち

ぼち増やす状況です。しかし、かつて苦労され

たロータリアンが既におられず、ロータリアン

になったとき既にインターアクトクラブという

ものがそれぞれの学校に存在しロータリーが財

政援助している。資金さえ送れば学校の先生が

それぞれ活動をさせてもらっているのでそれで

良しとされている状況が増えつつあります。そ

の先生方も初期の先生が既におられず何か言わ

れたので仕方なく顧問をしている状況であるよ

うに思えます。 
 今インターは曲がり角です。しかし提唱のみ

ならず全てロータリアンが自分の浄財を提供し 
 
 

育成するため生徒たちと共に汗をかき、話もし

ロータリーは「他人に対する思いやり、他人の

力になる心がまえ」の奨励そしてそれらの実践

について又国際奉仕では海外研修を通じての指

導をするロータリーファミリーの一員としてロ

ータリークラブの「超我の奉仕」のテーマに迫

りたいと考えております。 
 今年は海外研修の時期を８月にしましたが良

かったか悪かったか研究課題です。また海外の

ロータリークラブを頼らず旅行社のプランを採

用しなければなりませんでしたが安全に快適に

ホームステイ・交流会全て実施でき参加インタ

ーアクターたちは満足してくれています。 
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所属クラブ：御坊南ＲＣ 

職 業 分 類：靴販売 

生 年 月 日：1951 年 8 月 6 日 
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所属クラブ：御坊南ＲＣ 

職 業 分 類：バス事業 

生 年 月 日：1948 年 8 月 5 日 
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 邦夫
く に お

 

所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類：商業銀行 

生 年 月 日：1955 年 6 月 26 日
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 甚三
じんぞう

 
所属クラブ：羽衣ＲＣ 

職 業 分 類：不動産販売 

生 年 月 日：1945 年 8 月 27 日 

茂野
し げ の

 芳
よし

久
ひさ

 
所属クラブ：羽衣ＲＣ 

職 業 分 類：繊維製品輸出 

生 年 月 日：1957 年 11 月 20 日

魚谷
うおたに

 晴夫
は る お

 
所属クラブ：羽衣ＲＣ 

職 業 分 類：自動車板金塗装 

生 年 月 日：1945 月 5 月 11 日 

山崎
やまさき

 隆
たか

充
みつ

 

所属クラブ：橋本紀ノ川ＲＣ 

職 業 分 類：婦人服販売配布 

生 年 月 日：1950 年 

殿村
とのむら

 正憲
まさのり

 

所属クラブ：泉佐野ＲＣ 

職 業 分 類：銀行 

生 年 月 日：1955 年 6 月 5 日 

 

６



大江
お お え

 久夫
ひ さ お

 

所属クラブ：海南東ＲＣ 

職 業 分 類：土木建設請負 

生 年 月 日：1957 年 10 月 5 日

辻本
つじもと

正三郎
しょうざぶろう

 

所属クラブ：関西国際空港ＲＣ

職 業 分 類：脳神経外科医 

生 年 月 日：1955 年 12 月 22 日

高橋
たかはし

 牧子
ま き こ

 
所属クラブ：美原ＲＣ 

職 業 分 類：医療ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

生 年 月 日：1964 年 9 月 6 日 

田中
た な か

 秀
ひで

典
のり

 

所属クラブ：那智勝浦ＲＣ 

職 業 分 類：保養所 

生 年 月 日：1964 年 7 月 8 日 

山下
やました

 和男
か ず お

 

所属クラブ：那智勝浦ＲＣ 

職 業 分 類：郵便事業 

生 年 月 日：1951 年 12 月 11 日

山崎博之
やまざきひろの

祐
すけ

 

所属クラブ：堺北西ＲＣ 

職 業 分 類：建設業 

生 年 月 日：1936 年 7 月 18 日 

永井
な が い

 孝
たか

弘
ひろ

 

所属クラブ：堺北西ＲＣ 

職 業 分 類：織物業 

生 年 月 日：1937 年 12 月 25 日

佐野
さ の

 弘幸
ひろゆき

 

所属クラブ：堺北ＲＣ 

職 業 分 類：ＩＴ事業 

生 年 月 日：1945 年 7 月 25 日 

小谷
こ た に

 寛
ひろし

 

所属クラブ：堺中ＲＣ 

職 業 分 類：土地開発 

生 年 月 日：1964 年 9 月 12 日

田中
た な か

 勇
いさむ

 
所属クラブ：堺泉北ＲＣ 

職 業 分 類：倉庫業 

生 年 月 日：1924 年 1 月 10 日 

小河
お が わ

 弘造
こうぞう

 
所属クラブ：堺泉北ＲＣ 

職 業 分 類：強化ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ 

生 年 月 日：1934 年 7 月 2 日 

太田
お お た

 豊和
とよかず

 

所属クラブ：白浜ＲＣ 

職 業 分 類：クリーニング業 

生 年 月 日：1946 年 1 月 7 日 

寺田
て ら だ

 為三
ためぞう

 

所属クラブ：高師浜ＲＣ 

職 業 分 類：不動産賃貸業 

生 年 月 日：1936 年 11 月 29 日

町田
ま ち だ

 和生
か ず お

 

所属クラブ：田辺はまゆうＲＣ

職 業 分 類：内科医師 

生 年 月 日：1958 年 10 月 15 日

中谷
なかたに

 晃也
て る や

 

所属クラブ：和歌山ＲＣ 

職 業 分 類：空気調整配管工事

生 年 月 日：1963 年 10 月 4 日

松尾
ま つ お

 正
ただし

 

所属クラブ：和歌山ＲＣ 

職 業 分 類：ﾗｼﾞｵ・ﾃﾚﾋﾞ放送 

生 年 月 日：1949 年 9 月 14 日 

渡部
わたなべ

 良次
りょうじ

 

所属クラブ：和歌山ＲＣ 

職 業 分 類：循環器科医 

生 年 月 日：1925 年 8 月 17 日

佐藤
さ と う

 章
あきら

 

所属クラブ：和歌山ＲＣ 

職 業 分 類：損害保険 

生 年 月 日：1963 年 10 月 4 日 

７ 



糟谷
か す や

 元春
もとはる

 

所属クラブ：和歌山東ＲＣ 

職 業 分 類：工業用紙缶製造 

生 年 月 日：1944 年 1 月 8 日 

山本
やまもと

 茂生
し げ お

 
所属クラブ：和歌山東ＲＣ 

職 業 分 類：建設請負業 

生 年 月 日：1953 年 10 月 2 日 

土方
ひじかた

 浩市
こういち

 

所属クラブ：和歌山東ＲＣ 

職 業 分 類：証券業 

生 年 月 日：1960 年 9 月 4 日 

中島
なかじま

 耕
こう

治
じ

 

所属クラブ：和歌山南ＲＣ 

職 業 分 類：民間放送 

生 年 月 日：1948 年 7 月 3 日 

川端
かわばた

 衞
まもる

 
所属クラブ：和歌山中ＲＣ 

職 業 分 類：放射線科 

生 年 月 日：1944 年 6 月 2 日 

中筋
なかすじ

 正浩
まさひろ

 

所属クラブ：和歌山西ＲＣ 

職 業 分 類：建築請負 

生 年 月 日：1961 年 2 月 21 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

山本
やまもと

 哲夫
て つ お

様（和歌山城南ＲＣ） 
２００５年７月２８日死去 

在籍期間：１７年４ヶ月 

職業分類：歯科医 

ポールハリスフェロー マルチプル② 

ベネファクター 

米山功労者      マルチプル③ 

生年月日：１９３０年２月１４日 

８



ＰＨＦ・ベネファクター（７月分） 
お名前 

 クラブ名 お名前  クラブ名 

坊 岡  進 7 有田南 森 﨑 光 登 3 岸和田東 

前 田  佳 英 1 有田南 藪  和 弘 1 岸和田東 

竹 林  晃 男 1 有田南 吉 川  和 善 4 岸和田東 

宮 尾  勉  有田南 寺 井  秀 次 1 岸和田北 

中  善 隆 1 有田南 戸 﨑  豊 2 岸和田北 

野 田  知 良  有田南 薮  治 隆 1 岸和田北 

片 山  吉 定 2 有田南 東 口  鶴 次  堺東 

塩 路  信 兼 1 有田南 稲 本  耕 一  堺東 

市 口  廣 文 BE 羽曳野 辰 巳  俊 一 4 堺泉ヶ丘 

清 水  通 雄  羽曳野 堀  修 2 堺中 

福 田  憲 美 2 羽曳野 嶽 盛  和 三 8 堺西 

中 野  義 一 BE 泉佐野 森 田  泰 紀  堺おおいずみ 

川 﨑 博 司 1 関西国際空港 市木 栄之助  田辺 

岡 部  長 禮  岸和田東 村 上  有 司 4 田辺 

奥  忠 道 3 岸和田東 多 屋  平 彦  田辺 

上 林  史 和  岸和田東 瀧  成 和 4 富田林 

白 樫  隆 彦 2 岸和田東 武 島  孝 臣 2 富田林 

正 面  隆 夫  岸和田東 斉 藤  正 義 2 富田林 

寺 田  近 義 3 岸和田東 林  廣 治 1 和歌山城南 

西 村  進 1 岸和田東 瀧 口  博 士 1 和歌山城南 

畑 田  率 達 3 岸和田東 岡 本  昭 三 15 和歌山南 

日 野  浩 志  岸和田東 南 方  康 治 BE 和歌山南 

平 井  玲 子  岸和田東 大 山  典 男 1 和歌山南 

平 瀬  有 里 1 岸和田東 橋 本  忠 美 3 和歌山南 

杢 保  正 夫 3 岸和田東 八 瀬  善 郎 3 和歌山中 

 

数字はマルチプルの回数   ＢＥはベネファクター 

 

 

９ 



米 山 功 労 者（７月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

山下 栄一郎 2 有田 橋 本  健 介 4 富田林 

市 口  廣 文 2 羽曳野 森  由 嗣 5 富田林 

金 井  孝 夫 3 羽曳野 瀧  成 和 8 富田林 

近 藤  大 玄 1 高野山 南 方  康 治 4 和歌山南 

貞 吉  興 道 5 堺おおいずみ 前 窪  貫 志 4 和歌山南 

村 上  有 司 8 田辺 前 山  幸 男 2 和歌山東南 

三 前  剛 3 田辺 神 谷  尚 孝 7 和歌山東南 

柴 田  隆 至 2 田辺    
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ロータリーの友事務所移転のお知らせ 

ロータリーの友事務所

委員長 渡邊  隆

所 長 本行 輝雄

 

下記の通り事務所を移転致します。移転前後は、何かとご不自由をおかけすることも

あろうかと存じますが、ご理解賜わりますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．新 住 所 〒105-0011 

東京都港区芝公園２丁目６番１５号 

黒龍芝公園ビル４階 

２．電 話 番 号 ０３－３４３６－６６５１ 変更ありません 

３．ＦＡＸ番号 ０３－３４３６－５９５６ 変更ありません 

４．事業開始日 ２００５年９月２０日 

 

移転作業のため、電話・ＦＡＸは９月１６日（金）午後５時から９月２０日（火）午前１０

時３０分頃まで使用できなくなります。ご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 

以 上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2640 地区 出 席 報 告（200５年 7 月） 
 

会員数 入会 退会 会員数 入会 退会 

クラブ名 
０4.７.１ 7 月末 7 月 累計 7 月 累計 

例
会
数 

7 月
出席率

平 均
出席率

クラブ名 
０4.７.１ 7 月末 7 月 累計 7 月 累計 

例
会
数 

7 月
出席率

平 均
出席率

有 田 41 41 0 0 0 0 4 92.97 92.97 大 阪 狭 山 6 6 0 0 0 0 4 95.00 95.00 

有 田 南 43 43 0 0 0 0 4 93.42 93.42 りんくう泉佐野 31 31 0 0 0 0 4 80.11 80.11 

有 田 ２ ０ ０ ０ 22 22 0 0 0 0 4 86.36 86.36 堺 78 78 0 0 0 0 4 92.13 92.13 

藤 井 寺 12 12 0 0 0 0 4 77.00 77.00 堺 東 32 32 0 0 0 0 4 98.11 98.11 

藤 井 寺 し ゅ ら 17 17 0 0 0 0 4 92.20 92.20 堺 北 西 19 21 2 2 0 0 4 81.25 81.25 

御 坊 60 60 0 0 0 0 5 90.19 90.19 堺 泉 ヶ 丘 26 26 0 0 0 0 4 91.35 91.35 

御 坊 東 21 21 0 0 0 0 4 86.91 86.91 堺 北 42 43 1 1 0 0 5 87.51 87.51 

御 坊 南 33 35 2 2 0 0 5 88.13 88.13 堺 南 44 44 0 0 0 0 3 92.59 92.59 

羽 曳 野 31 32 1 1 0 0 4 98.15 98.15 堺 中 34 35 1 1 0 0 4 71.74 71.74 

羽 衣 25 28 3 3 0 0 4 88.89 88.89 堺 南 西 5 5 0 0 0 0 4 95.00 95.00 

阪 南 22 23 1 1 0 0 4 73.91 73.91 堺 西 25 25 0 0 0 0 4 100 100 

橋 本 48 48 0 0 0 0 4 90.91 90.91 堺 お お い ず み 36 36 0 0 0 0 4 95.31 95.31 

橋 本 紀 ノ 川 22 23 1 1 0 0 4 98.81 98.81 堺 フ ェ ニ ク ス 27 27 0 0 0 0 4 85.00 85.00 

岩 出 31 31 0 0 0 0 4 93.97 93.97 堺 清 陵 24 24 0 0 0 0 4 100 100 

和 泉 37 37 0 0 0 0 4 90.63 90.63 堺 泉 北 24 26 2 2 0 0 4 82.38 82.38 

和 泉 南 40 40 0 0 0 0 4 73.08 73.08 堺 東 南 15 15 0 0 0 0 4 95.45 95.45 

泉 大 津 51 51 0 0 0 0 5 86.09 86.09 泉 南 23 23 0 0 0 0 5 77.14 77.14 

泉 佐 野 37 38 1 1 0 0 4 83.51 83.51 新 宮 62 62 0 0 0 0 4 86.29 86.29 

海 南 51 51 0 0 0 0 4 89.06 89.06 白 浜 16 17 1 1 0 0 5 87.71 87.71 

海 南 東 68 69 1 1 0 0 3 86.07 86.07 忠 岡 16 16 0 0 0 0 4 73.08 73.08 

海 南 西 25 25 0 0 0 0 4 85.00 85.00 太 子 7 7 0 0 0 0 4 49.97 49.97 

貝 塚 23 23 0 0 0 0 4 97.83 97.83 高 石 34 34 0 0 0 0 4 79.00 79.00 

貝 塚 コ ス モ ス 22 22 0 0 0 0 4 93.42 93.42 高 師 浜 21 22 1 1 0 0 4 92.50 92.50 

関西国際空港 41 42 1 1 0 0 4 71.15 71.15 田 辺 79 79 0 0 0 0 4 87.87 87.87 

河 内 長 野 33 32 0 0 1 1 5 78.40 78.40 田 辺 は ま ゆ う 33 34 1 1 0 0 4 79.41 79.41 

河 内 長 野 東 26 26 0 0 0 0 4 97.61 97.61 田 辺 東 49 49 0 0 0 0 4 93.87 93.87 

岸 和 田 60 60 0 0 0 0 4 85.49 85.49 富 田 林 37 37 0 0 0 0 4 75.46 75.46 

岸 和 田 東 70 70 0 0 0 0 5 92.67 92.67 富 田 林 南 23 23 0 0 0 0 4 92.50 92.50 

岸 和 田 北 35 35 0 0 0 0 4 96.15 96.15 打 田 12 12 0 0 0 0 4 100 100 

岸 和 田 南 25 25 0 0 0 0 4 85.00 85.00 和 歌 山 67 71 4 4 0 0 4 90.22 90.22 

粉 河 38 38 0 0 0 0 4 92.41 92.41 和歌山アゼリア 44 44 0 0 0 0 3 91.66 91.66 

高 野 山 26 26 0 0 0 0 5 90.60 90.60 和 歌 山 東 62 65 3 3 0 0 4 94.25 94.25 

串 本 10 10 0 0 0 0 4 70.00 70.00 和 歌 山 城 南 44 43 0 0 1 1 4 91.88 91.88 

松 原 49 49 0 0 0 0 4 90.74 90.74 和 歌 山 北 55 55 0 0 0 0 3 78.85 78.85 

松 原 中 28 28 0 0 0 0 4 86.03 86.03 和 歌 山 南 93 94 1 1 0 0 5 71.43 71.43 

美 原 27 28 1 1 0 0 4 93.40 93.40 和 歌 山 中 36 37 1 1 0 0 5 93.95 93.95 

那 智 勝 浦 19 21 2 2 0 0 4 70.63 70.63 和 歌 山 西 29 30 1 1 0 0 4 92.31 92.31 

大 阪 金 剛 38 38 0 0 0 0 4 80.60 80.60 和 歌 山 東 南 38 38 0 0 0 0 4 87.50 87.50 

 
クラブ 7 月 1 日クラブ会員数 7 月末クラブ会員数 入会 退会 

男性 2524 女性 131 男性 2554 女性 132 

7 月平均 

出席率 7 月 累計 7 月 累計 
76 

2655 2686 88.36 33 33 2 2
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９月  新世代のための月間 

１日 (木)    

２日 (金)   

３日 (土) クラブ世界社会奉仕委員長会議 和歌山 JA ビル 

４日 (日)   

５日 (月)   

６日 (火) 橋本・橋本紀ノ川・高野山公式訪問  

７日 (水) 岩出・粉河・打田公式訪問  

８日 (木)   

９日 (金)   

１０日 (土) クラブロータリー財団部門委員長会議・奨学生帰国報告会 和歌山 JA ビル 

１１日 (日) 
ＧＥＴＳ 
全国統一アクトの日 

高輪プリンスホテル 

１２日 (月) 和歌山アゼリアＲＣ公式訪問  

１３日 (火) 和歌山・和歌山西ＲＣ公式訪問  

１４日 (水) 羽曳野ＲＣ公式訪問・太子ＲＣ公式訪問  

１５日 (木) 河内長野・河内長野東ＲＣ公式訪問  

１６日 (金)   

１７日 (土) 第１回クラブ青少年交換委員長会議 和歌山 JA ビル 

１８日 (日) クラブ米山委員長会議 和歌山ＹＭＣＡ会館 

１９日 (月)   

２０日 (火) 白浜・田辺・田辺はまゆう・田辺東ＲＣ公式訪問  

２１日 (水)   

２２日 (木) 和泉・和泉南ＲＣ公式訪問  

２３日 (金)   

２４日 (土) 第２回諮問委員会 グランヴィア 

２５日 (日) 
2006～2007 年度長期派遣学生  地区選考試験および面接 
派遣学生の保護者に対する説明会 

テクスピア大阪 

２６日 (月)   

２７日 (火) 御坊・御坊南・御坊東ＲＣ公式訪問  

２８日 (水)   

２９日 (木) 
堺・堺北・堺西ＲＣ公式訪問、 
藤井寺・藤井寺しゅら・美原ＲＣ公式訪問 

 

３０日 (金)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー事務所のご案内 

 

〒640-8215 和歌山市橋丁 23 サイバーリンクス N-4 ビル 2F 

Ｔ Ｅ Ｌ （073）４２８－２６４０ 

Ｆ Ａ Ｘ （073）４２８－２６４３ 

勤 務 時 間 9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

ＳＴＡＦＦ 代表幹事 楠部 賢計 

事 務 職 員 山本千恵子 平田有紀子 清原美和 

12


